
 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11月定例会 

11/27 月 
本会議(開会) 

常任委員会 

12/1・4・5 
金・ 

月・火 
一般質問 

12/8・ 

11～13 

金・ 

月～水 
分科会・常任委員会 

12/18 月 

予算決算委員会理事会 

予算決算委員会 

議会運営委員会 

12/20 水 
本会議（審査結果報告、 

質疑・討論、採決、閉会） 

発行：前田哲也 〒852-8023 長崎市若草町 14-11  TEL095-840-9020     【HP】maetetsu.jp   FB【前田哲也】  

※まえてつ通信はご支援頂いている方にお送りしています。メール配信（ｶﾗｰＰＤＦ）へ変更ご希望の方、配信停止ご希望の方はご連絡ください。 

本日 27日から 11月議会が始まりました。（～12/20） 

会期日程ならびに補正予算は以下の通りですが、毎年今議会の補正予算は小規模のものとなります。 

理事者側からすれば、この時期は議会対策よりも「来年度の予算編成に向けての知恵出し」の重要

な時期となってきます。 

そこで以下の記事をご覧ください。これは私の後援者の方からメールでお知らせ頂いたものですが

（10/25日経新聞）、的確な指摘であると思います。冒頭の「当事者意識」はさすがに持っていますが

中央に頼る姿勢には「危機感の足りなさ」を痛切に感じています。 

昨年の私の質疑で「部局のやる気を削ぐ」という意見を踏まえてなのか確証はありませんが、昨年

の予算編成方針の「４割シーリング（カット）、その後６５％復活できる」というルールは来年度につい 

ては「部局内で予算を組み換えトータル

で５％シーリング」に変更がなされまし

た。（５％については知事が打ち出した「未来大

国」予算に） 

知恵の出しどころです。奮起を期待し

つつ、自民党県連でも来月 5日に「来年

度予算要望」を知事に行うべく要望項目

を整理中です。 

また、個人的には記事にある「社会実

装に必要なデータ（既に蓄積しているもの

含む）」を活かすべく、県下２１の自治体

の持つデータと県を繋ぐ基盤整備の推

進を働きかけています。 

日本一のＤＸ先進県を目指す第一歩

ですが、並行して長崎市でも準備会を立

ち上げて頂きました。ご期待ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

補正予算 

１， 給与改定に要する経費 約 12億 

２， 給与改定既定予算過不足の調整 約△17億 

３， その他の緊急を要する経費 約１２億 

○石木ダム関係の新基金設立にかかる出損金 約１０億 

○肉用子牛価格下落に対する緊急支援 約 1億円 
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【補正予算】      (単位：円) 

１ 給与改定に要する経費   約 12億 

２ 給与改定既定予算過不足の調整  約   △ 17億 

３ その他の緊急を要する経費   約 12億 

●石木ダム関係の新基金設立にかかる出損金 約 10億 

●肉用子牛価格下落に対する緊急支援  約 1億 

 

 

 


